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15. Pre・comaを呈した重症糖尿病合併妊婦の 1例
内藤威，外丸和弘(成田赤十字)
糖尿病性昏睡の死亡率は10-30%と言われる。我々は
最近，妊娠性糖尿病の昏睡例を経験したので報告する。
症例は28歳， 1回経産，既往歴なし。妊娠初期より尿糖 
(+)が続いたが，血糖検査は受けていなかった。妊娠10
カ月初め， p匝吐，食欲不振，多尿，体重減少がおこり，
子宮内胎児死亡，意識障害にて，某医より紹介された。
入院時血糖値1006mg/dlであった。糖尿病性昏睡として
厳重な管理を行ない，無事救命した。 
16.糖尿病を伴なう高年初産の 1例
新井一夫，長谷川正夫(君津中央)
糖尿病と妊娠の合併は，古くから数多くの報告がある
が，その話題は新しい。われわれは38歳の婦人で， 27歳
より糖尿病を発病，インスリン，内服治療を継続してい
たところ妊娠，挙児希望強く，入院・食事療法(初期 
1400 Cal，後期1600Cal) ，インスリン療法にて管理，
帝切により 2770gの女児を娩出し得た症例を経験したの
で報告する。 
17.妊娠中毒症における治療上の問題点
関根佳夫，神谷努，守矢和人
(都立墨東)
妊娠中毒症軽症における，減塩食療法について，中毒
症軽症患者53人を，任意に 2つのグループに分け，片方
には常食を，もう片方のグループには 5-8gの減塩食
を与え，その効果を調べた。これら 2つのグループ。につ
いて，それぞれ，浮腫の経過，体重の増減，高血圧の推
移を比較検討した結果，両者に差異は認められず，した
がって，妊娠中毒症軽症における，減塩食療法の効果に
は疑問があり，なお検討の余地があるものと恩われる。 
18. Expo]sive activityによる分娩管理
鈴木三郎，渡部忠興(国立習志野)
羊水圧と頚管に加わる圧は必ずしも一致せず，頚管聞
大と共に，その差は著しく大きくなる。そこで私らは，
頚管に加わる圧力を測定し，その値をl臨床に応用する試
みを行なった。
頚管に加わる Intensityは，頚管開大 2cm時， 38.4 
土10.6，3 cm n寺42.2:114.8，4 cm A寺45.6:116.8， 5 
cm時46.2:!:18.8， 6 cm 時46.8:!:20.2， 7 cm時 53.4 
:!:24.1， 8 cm 時59.2土28.3，分娩第E期91.2土38.2，
排臨時152.4土34.2mmHgであった。
この値が低い場合には積極的に陣痛増強を試みたとこ
ろ，良好なる結果を得た。 
19. Rh感作例の妊娠分娩経過
田巻勇次(松戸市立)
妊娠31週にて間接クームス抗体価4096倍に達した Rh
感作例に対し，妊娠26，28，31，33週の 4回にわたり羊
水穿刺を行った。 Lileyの羊水分析法ではその L1OD 
450mμ はいずれも moderatezoneに属していた。 d 
OD 450mμ の値はそれぞれ0.165，0.14，0.142，0.102 
であった。 35週 5日にて帝王切開術を施行，出生児の瞬
帯血は直接クームス陽性， total bilirubin 6.22 mg/dl 
Hb 10.3gr/dlであった。計4回 (1400ml)の交換輸血
を行い児を救命し得た。 
20. プロスタゲランディン E2による分娩誘発
大久保綜也(千大)
プロスタグランディン (PG)E2経口投与による分娩
誘発を212例について行った。結果は，投薬開始から24
時間以内に分娩した著効42%，48時間以内に分娩を終了
した有効18%，陣痛誘発のみのやや有効23%，無効17%
であった。
初産婦の有効以上48%，経産婦73%と経産婦により有
効である。また破水例の有効以上は81%と高率である。
頚管点数は多いものほど，また、同点数なら経産婦，破
水群により有効であった。 
21.当院妊娠中毒症患者の Estriolの変動
寺田夏樹，小林総介
(栃木県厚生連石橋病院)
当科に妊娠中毒症で入院した患者の尿中エストリオー
ル値を測定し，その変動ノfターンについて報告した。
いわゆ一る典型的な下降型のパターンを示すものは少な
く，停滞型を示すものが 60%，上昇型を示すもの 27%
で，すでに報告されている正常妊娠例におけるエストリ
オーノレ値のパターンの各型の占める割合と多少異なって
いるように思われた。
しかしその相違が妊娠中毒症のみによるものであるか
どうかは未だ不明である。
また妊娠中毒症に合併した子宮内胎児死亡 1例，双胎 
3例，無脳児 1例についてのパターンも報告した。
